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H R ビジネスクラウド ( 以下 HR B C )  V e r s i o n 4 . 0 . 1 では、以下の機能を提供します。

機能追加・改善

※本ドキュメントの内容につきましては現段階のものであり、変更になる可能性がございます。

不具合修正
・ロゴを設定した帳票テンプレートを適用後、テンプレート新規作成画面ボタン（＋ボタン）を押した後にキャンセルで

閉じ「PDF を開く」または「保存」を行うとエラーメッセージが表示される不具合。

・選択肢型項目の新規作成またはカスタマイズ時に、特定の条件下において、「初期値」に選択肢の値が正しく表示され

ない不具合。

・レポート作成過程の処理において、制限 50 万件のデータ件数を超えてしまうとエラーメッセージが表示されず、正常

な処理を完了できない不具合。

・エクスポートで選択肢の変換設定を行った後に当該項目に新しい選択肢が追加されると、エクスポートの選択肢変換設

定画面では追加された選択肢の「変換後の値」が空欄で表示される不具合。

・「年月日型」「年月日時分型」項目で「先週（日曜～土曜）」を選択し、検索した結果を「全件（検索条件範囲内）」で

エクスポートするとファイルが空になってしまう不具合。

・フェーズ進行制御で設定したフェーズが、「まとめて JOB 打診」でメール送信画面を開くと設定が反映されない不具合。

・アクティビティの日時で From より To の日時が過去になっている場合に、AP I 経由で該当レコードを更新すると更新

失敗になる不具合。→AP I の Va l i d a t i on を変更することで対応します。詳細は以下のページをご確認ください。

ht tp s : / / h rb cap i . po r t e r s . j p /h c / j a / a r t i c l e s / 360007695794
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基準とするレコードを固定設定2
マージ時に基準とするレコードを、固定に設定することができるようになりました。

テキスト複数行型・選択肢型のチェックボックス ( 複数選択可能 ) とサーチボックス ( 複
数選択可能 ) の値を複数選択してマージすることができるようになりました。

マージ時に、複数項目の値を選択することが可能1

管理者の設定が必要



機能詳細

マージ時に、複数項目の値を選択することが可能1
概　要

概　要

設定メニューから遷移することができる「重複チェックとマージ」より基準とするレコードを固定する設定ができるように
なりました。

「設定メニュー」 → 「重複チェックとマージ」より設定できます。

基準とするレコードを固定設定2 管理者の設定が必要

複数の項目を結合して編集することができます。例えば、異なる媒体
から流入した同じ求職者の職務経歴を結合して編集することができま
す。

選択肢型項目を結合することができます。例えば、マージしたいレ
ジュメに希望業種項目が異なる選択をしている場合、全て結合して編
集することができます。

テキスト複数行型・選択肢型のチェックボックス ( 複数選択可能 ) とサーチボックス ( 複数選択可能 ) から、値を複数選択し
てマージすることができるようになりました。また、一番右側の列でマージする値の編集や追加を行うことができます。
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企業・企業担当者・個人連絡先・レジュメをマージする際に、基準とするレコードを一番左のレコードに固定するか、従来
通りに基準とするレコードを自由に選択するか設定することができます。

企業・企業担当者・個人連絡先・レジュメを、基準とするレコード
として固定することができるようになりました。

「一番左のレコード（先に登録されたレコード）へ固定します。」を選択すると、マージする際の画面上では固定されたレコー
ドのみラジオボタンが表示され、選択されている状態になります。

固定設定をすると、一番左のレコードのみラジオボタンが表示されます。

マージする際に先に登録された項目の情報に、後から上書きされ
てしまうことを防止することができます。


